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1　ま　え　が　さ

ナタネ品種の種子の熟度と発芽力の品種l占】差異を明らか

にするために，1981年から試験を進めている。前報1）にお

いて，授粉後15．20．25日に10日間後熟させた種子をプラン

トベットに播持し．温室に入れた場合には．25日の2品種

を除き全く発芽がみられなかった。

そこで本試験では種子の熱度と発芽力について追試する

とともに，特に後熟の影響について検討したので，その概

要を報告する。

2　試　験　方　法

ll）供試材料：　沖積土5，堆肥2，バ【ミキュライト

3の混合土をつめたプラントベットに，4（Ⅶ×3（瑚こ播種

した表1に示した19品種（各20個体）を，子彙展開後に緑

体春化処理（他1～15は3週間．他16～19は7週間処理）

を行った後，温室で生育をはかった。各品種それぞれ開い

た花に授粉を行い．1個体に3葵を着生させ．その子実を

供．試した。

（2）試験区の構成

　 区 別

播 種

授 粉 後　 日　数
備　　 考

20 日 25日 30日 3 5 日

当　　 日 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ：全品種

○ ：5 品種 （表2 ）

後熟

5 日 ◎ ◎ ◎ ○

10日 ○ ○ ○ ○

15日 ○ ○ ○ （⊃

13）後熟方法：　採取した葵をシイタケネットに入れて，

温室〔温度条件：夜陶（17－6時）10℃，昼間（6－17時）

20℃，ただし日中25℃以上になると天窓が開くようにセッ

ト〕で所定の期間後熟を行った。

（4）発芽調査：採種した当日並びに所定期間後熟させ

た葵より子実をピンセットで取出し．径9mのシャーレに

ろ紙を敷き，播種後適虚をあたえ，28℃の定温器に入れて

発芽を調べ，播種後15日で調査を打切った。
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3　試　験　結　果

各品機の生育中及び後熱中の温室温度は．昼間の平均最

低温度17．4℃，平均最高温度28．0℃．夜間の平均最低温度

9．7℃．平均最高温度22．6℃であった。

種子の発芽力は．表1に示すように．未熟な種子ほど低

く．授粉後20日の採種当日の播種では，ほとんど発芽がみ

られず，25日後の種子で数品種が発芽したに過ぎなかった。

30日後では13品種が発芽し†二が，発芽歩合は低く（8．1％），

35日後では約8苦りの15品種が発芽したけれども平均発芽歩

合は17．8％で．数品種を除き一般に低い。しかし採取した

英を5日間後熟させた桂子では．発芽する品種数が多くな

り，発芽歩合も高くなり，授粉後30日で5日間後熱させた

場合は，全品種が発芽し，平均発芽歩合は47．3％となり，

授粉後35日の当日播種にくらべて発芽歩合はかなり高くなっ

たぐ晶矧聞差はかなり大きい。

更に5品種を用い，後熟日数を増して検討した結果は表

2に示すように，授粉後20日の葵を10日間後熟した種子の

発芽歩合は28％，15日間の後熟では55％．授粉後25日．後

熟10日間では62％で，これに対応する投粉後30日，35日の

当日播種にくらペ発芽歩合は著しく向上した。戸苅・斉藤3）

によると，ナタネの開花・授粉から受桁までに要する日放

は5～13日と幅が広いが．5月の温暖な侯では3～4日で

あった。本試験は温室内で開花日に授粉を行ったので．受

精も〕～4日以内に行われたものと思われろ。また滝口2）

は開花後30日の種子では乳熟期，40日後で糊熟期となるこ

とを報告した。したがって本試験における授粉後20日，25

日の未熟種子は乳熟期にも達していない。これらの種子は，

内容物が充実していないため軟らかく，取扱いも容易でな

いばかりでなく．発芽試験中に嘱敗するものも多い。しか

しこれらの未熟種子も10日．15日間後熟させると．種子の

色が褐色に変り，表皮も堅くなり取扱いも容易になること

が観察された。そして発芽能力を備えた種子に発育するも

のと考えられる。
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表1授粉後日数と発芽歩合（その1）

瓜 品　 種　 名

授　 粉　 後　 日　 数　 （日）

20　 日　 後 25　 日　 後 30　 日　 後 35　日後

当　 日 後熟 5 日 当　 日 後熟 5 日 当　 日 後熟 5 日 当　 日

1 T 8 rg e t 0 0 0 0 0 16 0

2 T oT e r 0 0 0 19 7 2 6

3 ダ イ リュウナタネ 0 6 0 63 8 79 26

4 チ ク　ゼ ンナ タネ 3 8 1 25 30 77 28

5 農　 林　 16　 号 0 0 0 0 18 44 6

6 イ　 ス　 ズ ナ　タ　ネ 0 10 6 19 13 38 7

7 オ　 オ　 ミ　ナ　タ　ネ 0 0 4 12 3 13 16

8 コ　ン ゴ ウナ タネ 0 8 0 5 4 10 1 1

9 コ　ガ　 ネ　 ナ　タ ネ 0 9 12 25 19 47 7

10 ミ　チ ノ ク ナ タネ 0 9 0 1 0 70 0

11 ム　ラ サ キ ナ タネ 0 0 0 6 0 90 29

12 ハ　 ヤ　 ナ　 タ　 ネ 0 0 0 16 3 32 4 3

13 0 川 0 0 0 7 4 40 0

14 ア　サ　 ヒ　ナ　タ ネ 0 0 0 53 12 9 1 6 1

15 ミ　 ホ　 ナ　 タ　 ネ 0 33 0 14 0 100 26

16 青　 森　 1　 号 0 0 0 50 21 6 4 53

17 ト　ワ　ダ　 ナ タ ネ 0 0 0 3 0 9 5 0

18 Q u int a 0 0 4 19 15 8 1 50

19 タ　イセ ツ ナ タネ 0 14 0 50 0 60 100

17．8平　　　　　 均 0．2 3．9 1．7 17．2 8．1 47．3

表2　授粉後日数と発芽歩合（その2）

品　 種　 名

授　 粉　 後　 日　 数　 （日）

20　日　後 25　日　後 30　日　後 35　 日　 後

後 熟 10 日 〝 15 日 〝 10 日 〝 15 日 〝 10 日 〝 15 日 〝　5　日 〝 10 日 〝 15 日

3 ダ イ リュウ ナ タ ネ 24 ％ 95 100 1 0 0 10 0 10 0 10 0 10 0 1 00

4 チ ク　ゼ ン ナ タネ 9 14 11 99 9 7 9 7 5 2 10 0 1 0 0

15 ミ　 ホ　 ナ　 タ　 ネ ＄9 100 100 8 1 10 0 10 0 1 0 0 10 0 10 0

16 青　 森　 1　 号 100 100 90 10 0 10 0 1 00 10 0 10 0 10 0

19 タ　イ　セ ツ ナ タ ネ 60 100 10 0 10 0 10 0 10 0 10 0 1 00 10 0

平　　　　　 均 28 55 62 9 8 9 9 9 9 8 9 1 00 10 0

4　摘　　　　　要

1982年から1983年に∴19品種を供試し，種子の熟度と発

芽力に及ほす後熟の影響について検討した。その結果，

‖　未熟な桂子ほど発芽力が低く，授粉後20日の播種当

日の種子では．ほとんど発芽がみられず．25日後の種子で

数品種が発芽したに過ぎない。

12）未熟種子でも5日間後熟させた場合には，発芽品種

数が多く，発芽歩合が高くなったが，品種間差が大きいn

l＄）10日，15日間後熟させた場合は．未熟種子でも発芽

歩合は著しく向上した。
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